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や
が
て
う
ら
盆
が
や
っ
て
く
る
と
 

底
ぬ
け
に
明
る
い
津
軽
の
風
物
詩
 

盆
踊
り
が
あ
っ
ち
こ
っ
ち
に
開
か
れ
る
 

伝
統
の
盆
唄
は
絶
妙
な
ュ
ー
モ
ア
に
あ
ふ
れ
 

民
謡
の
頂
点
ま
さ
に
こ
こ
に
極
ま
る
 

唄
と
 
は
や
し
が
熱
気
を
帯
び
る
と
 

踊
り
の
輪
と
観
衆
が
ー
つ
に
溶
け
あ
い
 

い
つ
し
か
年
齢
と
時
を
忘
れ
さ
せ
る
 

爺
ち

ゃ
に
婆
ち

ゃ
は
昔
と
っ
た
き
ね
づ
か
 

若
衆
に
負
け
て
な
る
か
と
 

頬
か
む
り
よ
ろ
し
く
声
を
張
り
あ
げ
 

ホ
ー
イ
ホ

ー
イ
足
ど
り
軽
く
土
を
蹴
る
 

《
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で
般
家
庭
 

こ
み
の
分
離
 

数
年
前
か
ら
、
燃
え
る
も
の
 

為
琴
な
い
も
の
の
分
離
を
呼
び
 

か
け
て
い
ま
す
が
、
残
念
な
が
 

ら
ま
だ
徹
底
さ

れ
て

い
ま
せ

ん
。
 

燃
え
な
い
ご
み
の
埋
立
地
の

確
保
が
き
わ
め
て
困
難
な
実
情

で
す
か
ら
、
必
ず
分
離
す
る
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

収
集
日

の
一厳
守
 

集
積
場
所
に
常
時
ご
み
が
堆

積
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
見
ら

れ
ま
す
。
収
集
日
が
定
め
ら
れ

て
い
る
の
で
す
か
ら
、
指
定
さ

れ
た
日
以
外
は
出
さ
な
い
よ
う

お
互
い
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

用
水
堰

に
投
棄

し
な
い
で
 

旧
市
内
の
用
水
堰
へ
ご

み
を
投
げ
る
人
が
い
ま
す

用
水

堰

を
【利
用
し
て
い

る
農
家
や
下
流
部
の
町
内

で
処
理
に
困
っ
て
い
ま
す

処
罰

の
対
象

と
な
る
の

で
今
後
、
注
意
し
、
や
め

る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。
 

一
業
者

（事
業
所
）
 

分
離

の
励
行
 

燃
え
る

も
の

は
焼
却

場
、
不
燃
物
は
興
隆
埋
立

地
へ
運
搬
し
て
も
ら
い
ま
す
o
 

埋
立
地
へ
は
燃
え
る
も
の
が
混
 

入
さ
れ
な
い
ょ
う
十
 

分
厳
選
の
う
え
搬
入
 

し
て
く
だ
さ
い
。
 

不
法
投
棄

の
禁
止
 

大
量
に
ご
み
が
発

生
す
る
事
業
所
の
な

か
で
、
焼
却
場
や
、
 

指
定
埋
立
地
へ
搬
入

せ
ず
、
提
防
、
山
林

な
ど
に
不
法
な
投
棄

が
見
ら
れ
ま
す
。
処

罰
の
対
象
に
な
り
ま

す
か
ら
絶
対

に
や
め

て
く
だ
さ
い
。
 

ご
み
は
指
定
日
に
 

搬
入
中
の
飛
散
防
ル
 

搬
入
も
途
中
で
車
か
ら
ご
み

が
飛
散
し
、
沿
線
部
落
か
ら
苦

情
が
出
て
い
ま
す
。
シ
ー
ト
な

ど
で
必
ず
覆
い
を
配
慮
し
て
く

だ
さ
い
。
 

指
定
埋
立
地

は
 

興
隆
に
変
更
 

こ
れ
ま
で
不
燃
物
の
指
定
埋

立
地
は
、
七
和
原
子
地
区
で
し

た
が
明
年
三
月
末
日
ま
で
飯
詰

興
隆
地
区
に
変
更
し
、
搬
入
日

を
毎
週
火
、
金
、
日
曜
日
と
し

ま
す
。
 

利
用
時
間
も
午
前
九
時
か
ら

午
後
四
時
ま
で
と
し
ま
す
か
ら

協
力
し
て
く
だ
さ
い
。
 

（環
境
衛
生
は
二
面
へ
）
 

本
格
的
な
夏
場
に
入
り
ご
み
ゃ
害
虫
、
悪
臭
に
悩
ま
さ
れ
る

季
節
と
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
の
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
ぜ

ひ
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
 

廃
棄
物
の
処

理
は
 

夏を過ごしやすく 

ごみとカ、ハエの追放を 

ごみの収集に汗を流す清掃作業員 



雀
追
い
爆
音
機
 

雀
を
追
う
爆

音
機
を
便
用
す

る
農
家
は
減
っ

て
い
ま
す
が
、
 

ま
だ
見
受
け
ら

れ
ま
す
。
 

こ
の
音
で
、
 

病
人
や
子
供
に

大
変
め
い
わ
く

を
か
け
て
い
ま

す
か
ら
、
 団
地

や
住
家
付
近
で

の
使
用
、
と
く

に
夜
間
の
使
用

は
遠
慮
し
て
く

だ
さ
い
。
 

甫水葛ともゴミカ郵ちはいで等’ 

間
に
渡
来
し
た
も
の
で
、
い

ま
ま
で
に
約
三
万
以
上
の
品

種
が
作
ら
れ
、
わ
が
国
で
も

優
秀
な
花
が
た
く
さ
ん
発
表

さ
れ
て
い
ま
す
。
 

切
花
に
で
き
る
ポ
ン
ポ
ン
咲

や
中
輪
以
下
の
デ
コ
ラ
咲
、
 

ア
ネ
モ
ネ
咲
、
ピ
オ
ニ
ー
咲

な
ど
が
喜
ば
れ
ま
す
0
 

い
ま
の
手
入
れ
と
し

て
 

ダ
ー
リ
7
の
名
前
は
、
ス
 
は
、

ワ
キ
芽
を
と
り
、
ま
た
 

ダ
 
ー
 
リ
 ア
 

（
キ
ク
科
）
 

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
植
物
学
者
ァ

ン
ド
レ
「ノ
ス
・
ダ
ー
ル
の
名

に
ち
な
ん
で
つ
け
ら
れ
ま
し

た
o
花
の
直
径
三
十
攻
に
あ

ま
る
大
輪
花
も
あ
り
ま
す
が

家
庭
の
花

壇
で

は
手
軽
に
 

こ
れ
か
ら
の
台
風
に
備
え
て

支
柱
の
補
強
な
ど
を
お
こ
な

い
ま
す
。
 

市
民
探
草
会
 

▽
と
き
 
八
月
二
十
三
日
 

（木
）
午
後
五
時
ー
六
時

▽
集
合
 
午
後
五
時
、
乾

橋
下
 

▽
場
所
 
岩
木
川
原
 

▽
準
備
 
メ
モ
帳
 

生活 環境 

バトロール本部 

住みよ、、 
環境づくりに 

,/ 	, 	(D)1414 

み
ん
な
の
協
力
で
 

②
 
住
み

よ
い

環
境
を
 

衛

生
害
虫
の

駆
除
 

暖
か
く
な
る
と
カ
や

ハ
ェ
の

発
生
が
盛
ん
に
な
り
ま
す
。
発

生
源
を
整
理
し
、
薬
剤
を
散
布

し
環
境
の
浄
化
に
努
め
て
く
だ

さ
い
。
 

済
掃

と
側
溝
の
掃
除
 

自
宅
前
の
歩
道
や
側
溝
の
掃

除
、
あ
き
地
の
清
掃
は
皆
さ
ん

の
義
務
で
す
。
と
く
に
側
溝
は

共
同
で
掃
除
し
、
薬
剤
を
散
布

す
る
こ
と
が
最
も
努
果
的
で

す
。
部
落
会
、
町
内
会
と
相
談

し
、
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。
 難

鷺
 

早
春
、
花
壇
に
植
え
こ
ん

で
丹
精
し
た
ダ
ー
リ
ァ
が
、
 

色
と
り
ど
り
の
美
し
い
花
を

咲
か
せ
る
時
期
に
な
り
ま
し

た
。
 

花
の
大
小
、
形
や
色
の
変

化
な
ど
で
夏
の
花
と
し
て
は

最
も

好

ま
れ
る
ダ

ー
リ
ア

は
、
 メ
キ
シ
コ
原
産
で

一
、
 

六
〇
〇
年
代
に

ョ
ー
ロ
ッ
パ

に
入
り
、
日
本
へ
は
天
保
年
 

店
頭
の
盆
栽
 

最
近
、
各
商
店
の
店
先
に
鉢

や
盆
栽
を
飾
っ
て
い
ま
す
が
大

変
好
評
で
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
 

今
後
も
続
け
て
も
ら
い
た
い
 

も
の
で
す
。
 

畜
舎
 
施

設
の
 

改
善

を
 

畜
舎
の
悪
臭
で
苦
情
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
飼
育
者
は
、
 

畜
舎
の
衛
生
管
理
と
汚
水
の
排

出
に
は
十
分
配
慮
し
て
、
他
の

人
に
め
い
わ
く
を
か
け
な
い
よ

う
悪
臭
の
防
止
に
努
め
て
く
だ

さ
い
。
 

わ
ら
焼
き

の
自
粛
を
 

秋
に
な
り
ま
す
と
わ
ら
焼
き

の
煙
が
公
害
に
な
り
ま
す
。
 

市
公
害
防
止
条
例
が
昨
年
十

月
制
定
さ
れ
、
著
し
い
ば
い
煙

を
発
生
さ
せ
る
わ
ら
焼
き
は
禁

じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

と
く
に
住
家
や
病
院
付
近
、
 

交
通
の
激
し
い
道
路
の
そ
ば
で

の
わ
ら
焼
き
は
絶
対
に
や
め
て

下
さ
い
。
 

稲
わ
ら
は
、
農
林
畜
産
、
そ

の
他
、
良
い
わ
ら
は
、
わ
ら
工

品
、
畳
床
と
し
て
使
用
し
ま
し

よ
う
。
 

台
風
や
集
中
豪
雨
、
地
震
、
 

火
災
な
ど
の
災
害
に
よ
っ
て
財

産
に
損
害
を
受
け
た
と
き
は
、
 

税
金
の
面
で
も
い
ろ
い
ろ
な
救

済
措
置
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合
は
、
 

損
害
額
や
そ
の
年
の
所
得
金
額
 

店
舗
の
診
断
 

▼
診
断
の
内
容
 
商
品
の
陳

列
、
照
明
な
ど
現
在
の
ま
ま
で

よ
い
か
。
店
舗
を
改
造
す
る
の

に
は
ど
う
す
れ
ば
理
想
的
か
診

断
し
ま
す
。
 

▼
実
施
予
定
 
十
月
中
旬
、
 

十
二
月
上
旬
 

▼
診
断
料
 
無
料
 

▼
申
込
締
切
 
八
月
三
十

一

日
 
（金
）
 

▼
申
込
場
所
 
五
所
川
原
商

工
会
議
所
（
電
話
⑤
二

一
一
一

一
番
）
 

に
応
じ
て
、
源
泉
所
得
税
の
徴

収
猶
予
や
還
付
を
受
け
ら
れ
ま

す
。
 

商
売

を
し
て

い
る
人

な
ど

で
、
所
得
税
の
予
定
納
税
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
の
場
合

は
、
予
定
納
税
の
減
額
申
請
を

す
る
」」
と
が
で
き
ま
す
。
 

'
 

災
害
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、
 

早
め
に
税
務
署
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
 （

五所
川
原
税
務
署
）
 

環境改善に緑の奉仕員もひと役 

災

害
時
の

税
の

減

免
 

、
 

イ
り
 

袋
上
に
は
ん

落
病
D
胞
子
が
急
増
中
 
も
は

や
ポ
ル
ド

ー
液
で
は
防
げ
な
、
 

【
、
 
く
 



▽
歌
会
始
の
お
題
 

昭
和
四
十
九
年
の
歌
会
始

の
お
題
は
、
 
「
朝」
で
す
。
 

歌
句
の
な
か
に
、
朝
の
語

を
よ

み
こ
む

ほ
か
、
あ
し

た
、
朝
明
、
あ
り
あ
け
、
し

の
の
め
な
ど
と
用
い
て
も
よ

い
。
 

▽
詠

進
歌

の
詠
進
要

領
 詠

進
歌
は
、
 ひ
と
り

一
首
と
し
、
未
発
表
の
歌
に
 

限
り
ま
す
。
 

用
紙

は
、
 
半
紙
 

（
習
字
用
の

半
紙

が
よ
 

い
）
 と
し
、
毛
筆
で
自
書
し

て
く
だ
さ
い
。
 

病
気
、
身
体
が
不
自

由
の
た
め
毛
筆
で
自
書
で
き

な
い
方
は
、
他
人
が
代
筆
し

て
も
け
っ
こ
う
で
す
。
こ
の

場
合
、
そ
の
理
由
を
書
い
た

別
紙
を
添
え
て
く
だ
さ
い
。
 

▽
書
式
は
、
半
紙
を
ふ
た

つ
折
り
に
し
て
、
右
半
面
に

お
題
と
歌
、
左
半
面

に
住

所
、
氏
名
（
本
名
、
ふ
り
が

な
つ
き
）
、
生
年
月
日
と
職

業
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。
 

▽
職
業
は
、
具
体
的
に
詳

し
く
（
無
職
の
場
合
は
、
元

の
職
業
ま
た
は
世
帯
主
の
職

業
、
も
し
く
は
世
帯
主
の
元

の
職
業
お
ょ
び
世
帯
主
と
の

続
柄
を
）
 

▽
次
の
場
合
、
詠
進
歌
は

失
格
と
な
り
ま
す
。
 

一
、
ひ
と
り
で
二
首
以
上

詠
進
し
た
場
合
 

一
一
、詠
進
歌

が
す
で

に

発
表
さ
れ
た
歌
と
同
一
ま
た

は
著
し
く
類
似
し
た
歌
の
場
 

合
、
な
ど
 

▽
詠
進
の
期
間

九
月

一
日
か

ら
十
月
十

一
日
 

（当
日
消
印
有
効
）
 

▽
あ
て
先
 

東
京
都
千
代
田
区
千
代
田

一
番
一
号
 
宮
内
庁
（
郵
便

番
号

一
〇
〇
）
 

封
筒
に

「
詠
進
歌
」
と
書

き
添
え
て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
疑
問

の
点
は
直

接
、
宮
内
庁
式
部
職
あ
て
、
 

住
所
、
氏
名
を
書
き
、
二
十

円
切
手
を
は
っ
た
返
信
用
封

筒
を
添
え
て
九
月
末
日
ま
で

照
会
し
て
く
だ
さ
い
。
 

詠
進

歌
 

麟
燈（
響
ゆ
緯鶏
 

獄
難2

卿
鷺
除
く
）
の
検
査
 

“
営S
田
）
」
爾
が
実
施
さ
れ
ま
 

J博
「て
肥

奪
〈
】
 検
査
は
、
次

麟
「
ぐ
」」
」」
）
議
一の
と
こ
ろ
で
お
 

“嚢
“
お
七
驚
園
 こ
な
い
ま
す
く

醜
嚇
叫
づ
副
）艦
 
青

森
市
港
町

葬
加
）
測
難
”
職
 
二
丁
目
十
番
、
 

叫
難
刀
灘
軽
自

動
車
検
査

藤
1
1＋
誹
購
？協
会
、
青
森
事
 

崩
麟

夢
無
靖
 

m「m嘩
麟
盤
篇霊
」
昨
 
番
）
 

▽
現
在
、
ナ
ン
バ
ー
を
つ
は

て
使
っ
て
い
る
軽
自
動
車
の
検

査
を
受
け
る
期
限
は
、
軽
自
動

車
届
出
証
の
届
出
年
月
日
に
よ

っ
て
そ
れ
ぞ
れ
決
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
期
限
内
に
検
査

を
受
け
な
い
と
使
用
で
き
な
く
 

hぢ
ま
す
の
で
、

な
る
べ
く
早

め
に
検
査
を

受
け
て
く
だ
さ

い
。
 

▽
検
査
を
受
け
る
と
検
査
標

章

（
ス
テ
ッ
カ
ー
）
 と
検
査
証

が
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
検
査

標
章
は
前
面
ガ
ラ
ス
の
中
央
上

部
に
は
っ
て
く
だ
さ
い
。
検
査

証
は
、
自
動
車
に
備
え
つ
け
て

く
だ
さ
い
。
 

▽
検
査
を
受
け
る
と
き
は
、
 

「
現
在
ナ
ン
バ
ー
を
つ
け
て
使
 

用
し
て
い
る
車
」
と
「
新
ら
し

く
ナ
ン
バ
ー
を
つ
け
て
使
用
す

る
車
」
に
よ
り
提
出
す
る
書
類

が
違
い
ま
す
。
 

検
査
を
受
け
る
期
限
、
検
査

を
受
け
る
と
き
必
要
な
書
類
な
 

く
 

ど
、
不
明
の
点
は
、
当
臨
会
青

森
事
務
所
に
お
問
い
あ
わ
せ
く
 

お
の

え
荘
の
 

厚
生
年
金
「
青
森
一お
の
え

荘
」
は
、
県
が
国
か
ら
誘
致
し
 

菩
勲
釦
葬
賞
審
 
道
路

運
送
車
，
 

議
巌
ぐ』
土
七
碁
 両
法
の
一
部
改
 

滞
響
ン
】H
》
抹
”
正
で
、
十
月
一
 

嚇
“跡

熱
m
車

（二
輪
車
を
 

文
化
財
の
紹
介
に
案
内
板
 

③
 

五
所
川
原

ロ
ー
タ

リ

ー
ク

ラ
ブ
 
（鎌

田
嘉
兵
衛
会
長

）
 

は
、
こ
の
ほ
ど
飯
詰

の
 
「
長円
寺
の
鐘
」
 

な
ど
市
内
の
重
要
文

化
財
や
古
跡
、
名
所

七
個
所
に
案

内
板
 

h
写
真
廿
を
設
置
し

ま
し
た
。
 

文
化
財
や
古
跡
の

由
来
か
ら
規
機
、
経

過
な
ど
紹
介
し
た
も

の
で
、
設
置
個
所
は

飯
詰
「
長
円
寺
の
焚

鐘
」
、
若
山
「
杉
の
 
 

群
生
林
」
、
神
山
「
鳴
海
勘
兵

衛
の
出
生
地
」
、

前

田
野
目
 

「
登
り
が
ま
跡
」
、
長
富
「
新

岡
仁
兵
衛
の
墓
」
、
湊

「
平
山

家
の
門
」
、
川
端
町
「
女
子
部

の
井
戸
」
で
す
。
 

劇
団
「
仲
間
」
の
公
演
 

市
民
文
化

会
館
開
館
十
周

年
記
念
の
夏
休
み
親

子
劇
場
 

「森
は
生
き
て
い
る
」
 
（劇
団

仲
間
）
 
の
公演
は
、
八
月
二
十

一
日
午
後
六
時
三
十
分
か
ら
市

民
文
化
会
館
ホ
ー
ル
で
お
こ
な

い
ま
す
。
 

親
子
券
（
親

一
人
、
子
一
人

で
）
 
は千
二
百
円
で
す
。
 
 

だ
さ
い
。
 

入

居
案

内
 

南
郡
尾
上
町
に
建
設
し
た
有
料
 

の
 
「
老人
ホ
ー
ム
」
 
です
。
 

▽
入
居
で
き
る
方
は
 

六
十
歳
以
上
の
方
で
あ

れ
ば
ど
な
た
で
も
け
っ
こ
う
で

す

（
た
だ
し
、
配
偶
者
の
方
は

年
齢
に
制
限
が
あ
り
ま
せ
ん
）
 

日
常
生
活
で
身
の
回
り

が
で
き
る
健
康
な
方
 

寝
具
と
日
常
生
活
に
必

要
な
日
用
品
類
を
持
参
す
る
 

入
居
の
期
間
は
ー
カ
月

以
上
で
あ
る
こ
と
 

▽
入
居
（
六
丁
間
）
 
の
料
金

一
万
七
千
百
八
十

円
（
厚
生

年
金
受
給
者
で
相
室
の
場
合
、
 

三
食
付
き
ー
カ
月
ひ
と
り
）
 
か

ら
二
万
一
千
六
百
三
十
円
（
一

般
の
方
で
個
室
を
利
用
し
た
場

合
、
三
食
付
き
ー
カ
月
）
ま
で

四
段
階
あ
り
、
ほ
か
に
暖
房
料
 

（
使用
期
間
中
）
月
額
二
千
円

▽
お
問
い
あ
わ
せ
 

厚
生
年
金
「
青
森
お
の
え
荘
 

」
 
（
電話
、
尾
上
局
（
〇
一
七

二
五
七
）
 
三一
三
五
番
）
 

消
費
 
講
座
 

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
主
催

の
消
費
講
座
は
、
八
月
二
十
八

日
午
後

一
時
か
ら
市
民
文
化
会

館
二
階
会
議
室
で
開
き
ま
す
。
 

「
物
価
は
な
ぜ
あ
が
る
か
」
 

と
題
し
て
弘
大
人
文
学
部
助
教

授
吉
、
番方
史
氏
が

講
演
し

ま
 

す
。
 

休
耕
田

の
雑
草

は
 

刈
り
取
る
 

休
耕
田
の
放
置
が
目
立
っ
て

お
り
、
病
害
虫
の
発
生
源
と
な

る
の
で
、
二
十
湾
ー
三
十
乃
以

上
伸
び
た
雑
草
は
刈
り
取
っ
て

く
だ
さ
い
。
 

乾
田
で
は
、
 ロ
ー
タ
リ
ー
耕

な
ど
の
耕
う
ん
に
よ
る
か
除
草

剤
に
よ
っ
て
防
除
し
、
湿
田
で

は
五
乃
一
か
ら
六
考
】
の
湛
水
に

し
、
水
田
用
の
中
期
除
草
剤
を

倍
量
散
布
す
る
か
、
代
か
き
を

お
こ
な
っ
て
雑
草
の
防
除
に
つ

と
め
て
く
だ
さ
い
。
 



おしらせ 

声か⑤ 4321 

市政ダイヤル 
その日の 

行事や予定は 

1日までに生ま 

隼奥ま勲異期タ嶋授 

▽母子手帳 ご持参願います 

乳 児 の 検 診 

▽対象 昭和47年 4 月 1 日～昭和48年 3 月 3 
れた乳児 

▽場所と時間 いずれも午後 1 時から午後 2時半まで、市中央公 

民館で 	日程は次のとおり 	 事 

V8月17日 五小学区、毘沙門▽同月21日 飯詰、梅沢、中 

川△23日 松島、七和△24日 長橋、栄、三好▽28日 南小

学区、及び上記の地区でもれた方 

④
 

ク
支
給
卿
 

』
 
‘
 

…
・
 
，
 
、
 

妊
産
婦
の
皆
さ
ん
…
 
こ
れ

ま
で
均
等
割
以
上
の
税
金
を
納

付
さ
れ
て
い
る
と
ミ
ル
ク
が
無

料
で
支
給
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
八
月
一
日
か
ら
支

給
の
規
定
が
変
り
、
均
等
割
以

上
の
妊
産
婦
に
も
無
料
で
支
給

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
国
税
を
納
付
し
て

い
る
世
帯
は
半
額
支
給
に
な
り

ま
す
。
 

手
続
き
は
 

市
窓
ロ
サ
ー
ビ
ス
課
、
各
支

所
で
 保

証
限
虜
鰯
 

中
小
企
業
信
用
保
険
法
の
改

正
で
、
保
証
限
度
額
が
こ
と
し

七
月
十
六
日
か
ら
次
の
と
お
り

引
き
上
げ
さ
れ
ま
し
た
。
 

▽
個
人
法
人
 
三
、
八
〇
〇

万
円
（
旧
二
、
八
〇
〇
万
円
）
 

▽
組
合
 
七
、
三
〇
〇
万
円
 

（
旧
五
、
三
〇
〇
万
円
）
 

北
辰
犬
学
 

▽
主
催
、
市
教
育
委
員
会
、
 

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
 

▽
開
設
の
時
期
 
八
月
か
ら

明
年
三
月
ま
で
十
二
回

（
四
〇

時
間
）
 

▽
開
設
場
所
 
市
中
央
公
民

館
 ▽

入
学
資
格
 
市
内
に
住
む

六
十
歳
以
上
の
男
女
 

▽
受
講
料
 
無
料
 

▽
活
動
内
容
 
健
康
、
 
趣

味
、
娯
楽
、
教
養
な
ど
巾
広
く

内
容
を
と
ら
え
る
。
 

'
 

苦
情
 

▽
と
き
 
九
月
五

日
、
十
九
日
、
午
後

一
時
か
ら
 

▽
と
こ
ろ
 
本
町
 

「中
三
」
デ
パ
ー
ト
 

五
階

（
電話
④
三

一
三
一
番
）
 

商
品
、
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
一
般
的
な
苦
情
に
つ
い

て
相
談
を
受
け
ま
す
。
 

電
話
、
は
が
き
で
も
け
っ
こ

う
で
す
。
 

郵
便
事
業
の
近
代
化
を
は
か

る
た
め
、
昭
和
四
十
三
年
七
月

一
日
か
ら
お
こ
な
わ
れ
た
「
郵

便
番
号
制
」
は
、
こ
と
し
七
月

で
五
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
 

郵
便
物
の
番
号
記
載
率
も
、
 

皆
さ
ん
の
理
解
と
ご
協
力
に
よ

り
九
五
督
に
達
し
、
大
切
な
郵

便
物
を
正
確
に
早
く
お
届
け
す

る
た
め
の
大
き
な
力
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
な

お
い
っ
そ
う
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
 

・

▽
番
号
は
、
ア
ラ
ビ
ァ
整
子

で
て
い
ね
い
に
赤
い
記
入
ワ
ク

い
っ
ぱ
い
に
 

納
税
は
 
納
期
内
に
 

個
人
事
業
税
第
一
期
分
の
納

期
限
は
八
月
三
十

一
日
 
（金
）
 

▽
納
税
貯
蓄
組
合
員
は
、
組

合
を
通
じ
て
納
め
ま
し
よ
う
 

（
五
所
川
原
県
税
事
務
所
）
 

市
税
の
納

付
は
 

八
月
三
十

一
日
納
期
限
の
市

税
は
 

▽
封
筒
ゃ
は
が
き
を
ョ
コ
に

長
く
使
用
す
る
場
合
で
も
、
番

号
は
タ
テ
に
使
用
す
る
場
合
と

同
じ
に
 

▽
イ
ン
キ
の
色
は
黒
ま
た
は

青
色
で
 

▽
番
号
は
、
う
ろ
覚
え
で
書

か
ず
に
相
手
か
ら
の
手
紙
や
住

所
録
、
番
号
簿
な
ど
を
み
て
正

し
く
ハ
 
ッキ
リ
と
 

▽
自
分
の
住
所
の
郵
便
番
号

を
お
忘
れ
な
く
（
郵
便
番
号
も

住
所
の

一
部
で
す
）
 

（
五
所
川
原
郵
便
局
）
 

市
（
県
）
民
税
ニ
期
分
で
す
 

憲
響
暴
難
 

▽
会
費
と
共
済
期
間
 

ひ
と
り
に
つ
き
三
百
五
十
円

で
、
加
入
し
た
と
き
か
ら

一
年

間
で
す
 

▽
学
校
の
団
体
加
入
 

会
費
は
、

一
般
会
員
の
会
費

よ
り
五
十
円
安
く
な
っ
て
お
り

ま
す
。
既
加
入
、
転
校
に
よ
る

転
入
の
方
は
、
学
校
な
ど
の
計

画
し
た
期
日
に
合
わ
せ
る
た
め

一
年
未
満
の
加
入
も
で
き
ま
す

そ
の
会
費
額
は
、
学
校
な
ど

で
配
布
す
る
封
筒
の
表
に
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
 
（
お
お
む
ね

一
・
四
半
期
分
七
五
円
）
 

郵
便
番
号

も
住
所
の
」
部
で
す
 

納
税
は
 
早
く
 
正
し
く

気
持
ち
よ
く
 

、
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